
京都で進むSDGS活動の見える化

～きょうとSDGSネットワーク～
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SDGS・レジリエントシティ推進課長

齋藤 久也

「見える化」が進む背景には
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⇒ 企業におけるＳＤＧＳの推進が進められる中、
内閣府が進める地方創生と深い関係がある。



地方創生ＳＤＧｓ金融を通じた自律的好循環の形成に向けて

地方創生ＳＤＧｓの推進においては、地域課題等の解決に向けた取組によって得られた収益を地域に

再投資する「地方創生ＳＤＧｓ金融を通じた自律的好循環の形成」が重要である。地方公共団体は自ら

が中心となり、地方創生ＳＤＧｓに積極的に取り組む地域事業者等の「見える化」を行い、地域金融機

関や様々なステークホルダーと連携して地域事業者等の取組を支援することで、更なる取組の推進及び

地域の自律的好循環の形成の加速化につなげることができる。また、登録・認証等制度の構築を機に、

これから地方創生ＳＤＧｓに取り組む地域事業者等の裾野の拡大が図られ、地域課題等の解決に向けた

取組の促進が期待される。

（参考：地方公共団体のための地方創生ＳＤＧＳ登録・認証等制度ガイドライン2020 年度【第一版】）
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（参考：地方公共団体のための地方創生ＳＤＧＳ登録・認証等制度ガイドライン2020 年度【第一版】） 4
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「地方創生ＳＤＧｓ登録・認証等制度」の意義

「地方創生ＳＤＧｓ登録・認証等制度」は様々なステークホルダーが関わることで、地域への資金の
還流と再投資による自律的好循環の形成につながることが期待されている。

（参考：地方公共団体のための地方創生ＳＤＧＳ登録・認証等制度ガイドライン2020 年度【第一版】）

全国的に進む「見える化」の取組
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⇒ 全国統一の制度ではなく、各地域の事情に応じた制度が
自治体等で作られてきている。

⇒ 金融機関等でも企業のSDGS推進を支援するための
コンサルティングや「見える化」を行うサービスが次々と
出てきている。
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京都では
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⇒ すでに社会課題の解決、地域の持続的な発展に貢献する
事業者等を表彰する制度が運用されてきている。

⇒ 金融機関等で企業のSDGS推進を支援するための
取組提案やPR支援を行うサービスが次々と出てきている。
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令和4年3月28日発足、4月1日～運用開始
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また、本ネットワークの運営に協力していただける企業，団体等を
「サポーター」として活動していただいています。（現在、７事業者）
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京都では各種制度独自のサービス以外に、制度をまたいだ共通のメリットを提供

メリット
ＳＤＧｓ
パートナー

輝く地域企
業表彰

京銀宣言
サポート

Ｓ認証
中信宣言
サポート

1000年
企業認定

事業者名や取組内容をホームページにおいて公表 ● ● ● ● ● ●

「きょうとＳＤＧｓネットワーク」ロゴマークの使用 ● ● ● ● ● ●

ＳＤＧｓを学べるセミナー，シンポジウム，交流会，研究会な
ど，多様な団体が連携する場の提供

● ● ● ● ● ●

京都市の一定以上の金額の契約＊における「持続可能な社
会を構築する取組」に係る文書提出の免除

● ● ● ● ● ●

京都市の指定管理者選定において加点対象となる場合あり ● ● ● ● ● ●

金融機関や事業主体などによるコンサルティングや助言等
のサポート

● ● ● ●

京都市のプロポーザル等において加点対象となる場合あり ●

京都市中小企業融資制度「SDGs推進サポート資金」での
金利・保証料優遇

●

＊予定価格4億円以上の工事請負，８千万円以上の物品等調達
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詳しくは、ＨＰをご覧ください。

・きょうとＳＤＧｓネットワーク
https://www.city.kyoto.lg.jp/sogo/page/0000295638.html

【お問合せ先】

京都市 総合企画局 総合政策室 SDGs・レジリエントシティ推進担当
（藤川・松岡・齋藤）

Tel：０７５－２２２－３３７９ E-mail：sdgs@city.kyoto.lg.jp

https://www.city.kyoto.lg.jp/sogo/page/0000295638.html

